　　　　　　ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ年次自主検査表　　平成　　年　　　月　分　　　　　

機番　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３年間保管
	事業場・部局
	東京大学　　　事業場
	検査日
	平成　　年　月　日　

	研究室名
	
	検査者
	

	設置場所
	
	判定
	良好、　要改善


○　異常なし、×　要修理　
	検査項目
	判定
	整備修理等記録､修理日

	ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞの管理に必要な講習や製造業者へ確認等を行いましたか。
	○　×
	

	ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞの管理に必要な仕様書は保管されていますか。
	○　×
	

	ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞの管理に必要な測定器具・工具・保護具を準備、点検、

着用していますか。
	○　×
	

	ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ及びコンセントの周辺は清掃等されていますか。

また、コンセントは抜けかかっていませんか。
	○　×
	

	電源を切ってから次の点検を行なってください。

	フタの損傷について

フタを開きフタの裏を点検してください。
傷や亀裂はありませんか？
	○　×
	

	缶体の損傷について

フタを開き缶体内を点検してください。

傷や亀裂はありませんか？
	○　×
	

	フタのパッキンの損傷について

フタのパッキンを点検してください。

傷や亀裂はありませんか？
	○　×
	

	アームの損傷について

ﾌﾀを支えるｱｰﾑ部分に、腐食・亀裂等はありませんか？　　
	○　×
	

	アームガイドの損傷について

ｱｰﾑを保持するｱｰﾑｶﾞｲﾄﾞに腐食・亀裂等はありませんか？
	○　×
	

	主要ボルト、ねじの緩みの有無

アームの支点のねじの緩みはありませんか？
フタの内側のナットの緩みはありませんか？
	○　×
	

	フタアームの損傷の有無　

それは本体背面にあります。損傷はありませんか？　
	○　×
	

	アームシャフトの損傷の有無　　

それは本体背面にあります。損傷はありませんか？
	○　×
	

	電源を入れ運転を開始し、圧力が高い状態で次の点検を行なってください。

	安全弁の吹き出し点検について（高温・やけど注意）

注意して安全弁を瞬時作動させてください。蒸気排出はありますか？

（この時、蒸気が止まらない場合がありますが、慌てず電源をOFFにして温度、圧力が下がるのを待ってください）
	○　×
	

	フタのパッキンからの蒸気漏れについて

通常のフタの締め付け状態で蒸気もれはありませんか？
	○　×
	


異常がある時には必ず専門業者に依頼し点検、修理をうけ、その記録を記載欄に記してください

この検査表は必ず３年間保管してください

　　　　　　　　　　　研究室責任者　印　　　（平成　　年　　月　　日）

　　　　　　　部局安全衛生管理室長　印　　　（平成　　年　　月　　日）

